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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の省エネ及び二酸化炭素の削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化の推進に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮したグリーン購入を推進します。

６ ．この環境方針は全従業員に周知徹底するとともに、公表いたします。

７ ．地域の清掃活動や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

辰巳環境開発株式会社

　私たち辰巳環境開発株式会社は、本業である廃棄物処理を通じて、地球温暖化問題への取り
組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける環境を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様の要望に対応す
ることが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に課題やチャンスを踏ま
えて取り組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　

環境経営方針

制定日： 2018年7月17日

代表取締役

化石資源の枯渇が叫ばれて久しい昨今、一方で新エネルギー資源も開発されていますが地球温暖化など様々な環境

問題が急速に顕在化しており、全世界がともにその解決を急がなければなりません。 とりわけ資源の乏しいわが国では

資源の有効活用に加えて“資源循環型社会”を形成するとともに、その技術を次世代へ引き継ぐ必要があります。

私たち辰巳環境開発株式会社では、廃棄物の適正処理と再資源化事業をとおして“循環型社会”形成への一端を担う

べく日夜研鑽し社会へ貢献してまいります。

また、事業活動においては環境への影響を継続的に軽減すべく“環境省エコアクション21環境経営システム”に取り組み

社会的責任を果たしていきたいと考えております。

この度、当社では環境経営システムを構築し、その活動報告書として“環境経営レポート”を作成し公表させていただき

ますので、ご覧戴きまして今後も引き続きご指導・ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
辰巳環境開発株式会社
代表取締役社長　辰巳　秀司

（２） 所在地
本  　　社 大阪府門真市江端町21番3号
守口営業所 大阪府守口市東郷通1丁目5番17号
産業廃棄物循環ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 大阪府守口市東郷通1丁目19
東大阪食品ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 大阪府東大阪市水走3-12-56
大阪営業所 大阪府大阪市鶴見区焼野2-5-32

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役　辰巳　秀司 TEL：06－6780－4153
担当者 経理　  山本　眞美 TEL：06－6780－4153

（４） 事業の規模
法人設立
資本金 万円

（５） 売上高

名 名 名 名 名
㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

t

パッカー車 台

ローリー車 台

ダンプカー 台

トラック 台

軽車両 台

乗用車 3 台

合計 台

主要設備

台数 備考

基

基

基

積み替え保管施設

㎡ ｍ

㎡

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：
対象事業所： 本社

守口営業所
産業廃棄物循環ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

大阪営業所

東大阪食品リサイクルセンター

活動： 一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理業

2022年度7月から受入開始。

東大阪リサイクルセンター 建屋内211.25
動植物性残さ(食品廃棄物)、

堆肥

9,744

普通3台

2023年2月1日

収集運搬量 4,917
中間処理量 11,215

11

1978年8月23日
4,080

万円(2022年度)
本社 守口営業所 産業廃棄物循環ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 東大阪食品リサイクルセンター 大阪営業所

5 29 7 3 1
728.0 40.0

台数

2ｔ1台  3ｔ1台　4t2台

中間処理後の産廃の処分量

81,761

従業員　　　　　
延べ床面積　　　 登記上 557.6 1,690.9

辰巳環境株式会社 92.1 18.2
汚泥・廃プラ・金属くず・

ガラスくず・がれき類

辰巳環境開発株式会社

2 2ｔ1台  3ｔ貨物1台

8 軽トラ2台  営業車6台

最終処分量(委託:焼却+埋立) 1,471

35

名称

保管上限

受託した一般廃棄物の収集運搬量(2022年度) 12,667

受託した産業廃棄物の処理量(2022年度)

車種

9,744

備　　考

7

11,215

堆肥化施設 2 バイオドラム26型(破砕・撹拌・発酵施設)10t/日

3ｔ3台  3.5ｔ8台

4

3ｔ4台  3.5ｔ3台

1 FM-100BC  0.8t/日発泡スチロール減容機

1

名称 備考

選別破砕機 ES-EB-14066-007 破砕47.1㎥/日 選別474㎥/日

保管面積
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲）

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　一般廃棄物処分業登録・許可・再生利用業指定の内容
許可区域 許可・指定番号 許可等年月日

令和2年6月1日

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

2023年2月1日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

・環境活動実績の確認・評価
部門長

辰巳秀司

環境管理 責任者
環境事務局

社長 辰巳秀司

役割・責任・権限
代表者（社長）

・環境経営レポートの確認
環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議

大阪市 大阪市 指令環境事 第106号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

令和6年3月31日

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境委員会

代表者
社長

守口市 令和4年4月1日

・環境経営に関する統括責任

門真市 環境政策課 指令第8号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

守口市廃対指令第10号

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営レポートの承認
環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

近畿

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

全組織・全活動

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

令和5年4月1日 令和7年3月31日

東大阪市 東大阪環環第162号 令和3年4月1日 令和8年3月31日

処分業許可

再生利用業指定

有効年月日

四条畷市 四条畷市第11号 令和7年5月31日 再生利用業指定

門真市 門真市第10号 令和4年4月1日 令和6年3月31日 再生利用業指定

近畿農政局・近畿環境事務所　第27-5-2号 平成30年6月29日 令和5年8月5日 食品リサイクル法事業登録

門真市

東大阪市 東大阪環環第1905号

備　　考

本社

（登記上） 営業部
収集運搬

部門

中間処

理 施

設

大阪

営業所
東大阪食品リサイ

クルセンター
事務部
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　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

有 ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

□廃棄物処理フロー

一般廃棄物 行政引渡し
　　収集運搬

2020年 ｔ
2021年 ｔ
2022年 t

産業廃棄物 中間処理 不適物最終処分
　　収集運搬 （社内） （社外処理）

減容固化、選別、破砕、堆肥化

有価物
（社外処理）

積替え保管 選別作業
（ぺットボトル）

選別作業 有価物
（缶） （社外処理）

選別作業
（ビン類）

不適物最終処分
（社外処理）

令和3年3月2日 令和8年3月1日

事業の範囲

中間処理

減容固化
選別

13,133
12,667

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府
第02710027919号

(優良)
令和2年4月20日 令和9年4月19日

岡山県 第03300027919号

京都府
令和3年1月26日 令和8年1月25日

兵庫県 第02803027919号 平成31年2月28日 令和6年2月27日

15,510

第02600027919号

奈良県 第02900027919号 平成31年2月20日 令和6年2月19日

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

堆肥化

廃棄物の種類

破砕

東大阪市

大阪府

第06820027919号

第02720027919
号(優良)

令和3年9月1日

令和1年10月27日 令和8年10月26日

令和8年8月31日
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

トン
トン
トン
トン
トン
トン
㎥

□環境経営目標及びその実績

原単位評価 ✕

〇
〇

〇

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

99% 195%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

4,917

産業廃棄物受託中間処理量 7,522 10,274 11,215

一般廃棄物受託収集運搬量 15,510

・前年秋に許可を得て、今年度から東大阪リサイクルセンター(堆肥化処理
施設)の稼働準備を進め7月から受入量がスタートとなった。東大阪分の稼
働電力量を加算したため準備期間も含めて電力使用量は2021年度比約
1.6倍となった。今後稼働率の上昇も見込まれるため2023年度は2022年度
実績値を基準値としてスタートする。原単位においても事業内容やプロセ
スが違うため、参考になりにくいため当面は数値が安定するのを待たざる
を得ない。
原単位では年度総括で基準年比151%となり、今年度目標値比で153%超過
した。節電努力の不十分性もあるものの、減容固化施設稼働率も上がり、
今後も継続するため再度適切な目標値を再考すべき状況となった。原単
位評価目標は前年度から設定しているが目標値比で同様な超過となって
いる。現状では事業内容が増加のため、次年度においても再度目標値を
設定し安定するまで様子を見ていく。

2021年 99% 161% 96%
kg-CO2/千円 0.035 0.035 0.053 0.034

kg-CO2

2019年

347,087 343,508

0.033

43,740

104 103

96% 95%

202

91%基準年度比

自社産業廃棄物の削減

982
基準年度比

（基準年) （目標）

t

✕

✕

26,122 25,850

kg-CO2

kg-CO2 357,821 350,665 325,974
〇

100 98

26,938

数値目標 ✕

39.5 37.5 40.3

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 385,136 377,706 369,917 373,308
1.6 1.5 1.4

一般廃棄物排出量 0.78 1.5 1.4

2022年 2023年

電力による二酸化炭素
削減

基準年度比

78%

97%

27,211

36.5

基準年度比

2024年

原単位目標 ✕

水道水の削減 ㎥ 1,023 1,003 1,125 992
110% 97%

・不要照明の消灯 △

・ノー残業デーの実施 △

2019年 98%

93% 90%

35.5

96%

上段：

下段：

通期

基準年比

上段：

（目標）

96%

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

環境に配慮した収集運
搬

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

行動目標（次項による）

・作業工程の待機時間短縮 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 384,711 344,127 369,917

産業廃棄物受託収集運搬量 2,659 2,754

受託廃棄物のリサイクル
率の向上

1.4

基準年度比 2021年 95% 102%
☓

92% 90%

一般廃棄物の削減
t

86%

369,457

79%

1.5

※電力の二酸化炭素排出係数（関西電力/2020年調整後）：0.351kg-CO2/kWh

（実績） （目標）

評
価

上段：

下段：

通期

基準年比

自動車燃料による二酸
化炭素削減

通期

下段： 基準年比

2019年 98%

基準値

95%

都市ガスによる二酸化
炭素削減

13,133

基準年度比 2020年 98% 92%

産業廃棄物排出量 7,246

1,125水使用量 1023 978

12,667

廃棄物排出量 7,247 10,271 11,256

10,269 11,255

% 74% 77%

0

20,000

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月

電力（kWh） 2021年 2022年
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2021年
2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年
2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年
2022年

取組紹介欄

2019年
2022年

一般廃棄物の削減

年間を通して電力使用量と同様な傾向で推移し目標を達成できなかった。
やはり東大阪リサイクルセンターの稼働によるところが大きく、今年度の実
績を基に適正な目標値を設定して行くこととしたい。シャワーについては社
員の衛生的な面も考えながら引き続きムダ削減を推進していく。(東大阪の
割合=48%)

毎月ごとの評価で散発的に目標値未達成が有ったが、四半期及び年間通
して概ね安定して目標達成となった。今後もエコドライブを徹底していくこと
とする。今後の課題としてはエコドライブ効果の把握として、車両の走行距
離での原単位(L/km)の把握を検討していきたい。

10 8 7 3

・温水温度の適正化

4

5月

7月

○

〇
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

5月 6月
11,776 10,531

2月 3月 4月 5月

10,266

310 388 366

10,443 9,767 10,537

・梱包材の再利用

10,105 8,873

達成状況
数値目標

9,310

1月

5月

6,569
8,022 8,789

達成状況

6月

11,699

9月 10月

5,608 7,482
6月3月2月

○
・効果的営業活動の見直し ○

4月

○
・蒸気・温水配管の保温修理 ○

6 4 2

7,469

数値目標 ✕

9,451

10,828

14

2月 3月 4月

○

達成状況

438 291

6月

281 358

2月 3月 4月

11,237 12,740

・アイドリングストップ

11,645 9,784 9,256

数値目標 〇

5,6086,165 5,767 5,027 5,390

324 351

10,144

8,0737,126 6,952

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1

11,636

8月

・ボイラ・加熱炉の空気比

○

7 8

11,047

359

・効率的なルートで配送

366 419
557504

12月11月10月9月8月7月

4 6 81 1 1
4

取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月 1月
590 298

527
303457 566

10月 12月 1月

11月 12月 1月

10,098 10,807 10,213 9,832

5 8 13

541

11月

10,342 10,403 9,967

取組結果とその評価、次年度の取組内容
毎月ごとの評価で散発的に目標値未達成が有ったが、四半期及び
年間通して概ね安定して目標達成となった。今後も維持継続を徹底
していくこととする。

586

7月 8月 9月
11,330 11,809 10,489 11,009

5

11,057 15,513 9,675

15

8月 9月 10月 11月

594 481

7月
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都市ガス（㎥） 2019年 2022年
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取組紹介欄

2020年
2022年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

水道水の削減

取組紹介欄

2019年
2022年

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した収集運搬

4月 5月 6月

・自動水栓取り付け

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

達成状況
✕

年度を通してグリーン購入に留意した。

0.13 0.13 0.13 0.13 0.13
0.12 0.13 0.13

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目

・省エネ性能の高い電気製品の購入 ○
・燃費のよい自動車の採用
・事務用品グリーン購入 ○

○

達成状況

63 73 88 85

・有害性の少ない資材の購入 ○

・作業開始前の車両点検 ○ 四半期ごとに環境配慮実践状況をチェックし、年度を通してエコドラ
イブ等の環境配慮を心がけた。

達成状況

○

0.11 0.12

・トイレに擬音装置取り付け

数値目標

○
○

2月 3月

・排出先の分別徹底の依頼 ○
・選別の徹底 ○
・リサイクル先の開拓 ○

・節水弁取り付け ○

0.11 0.12 0.12 0.12

1月
0.13 0.13
0.12 0.11

7月
0.13 0.13

84

0.13

毎月ごとには散発的に達成が有ったものの年間通して従前からのコロナ
禍対策、熱中症対策、植栽への散水に加えて東大阪リサイクルセンター稼
働開始があり未達成となった。目標値比1.1倍となった。適正な目標値の設
定を行うとともに並行して節水徹底に努めていく。

7月 8月 9月 10月 1月

0.12

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8月 9月 10月

73
2月 3月

84
6月
11268

11月

102 99
11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 毎月ごとの評価で全て目標値達成の上、年間通して高水準で安定して目

標達成となった。今後も維持継続を徹底していくこととする。

89

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

118 126 118 91 78 88
69 83

4月 5月

96 103
75 85

12月

0.13 0.13
12月
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス等）

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
車両の大きさ・重量、通行制限

収集運搬車、適合車使用

中間処理施設(破砕機等)、空気圧縮機、送風機

空気圧縮機
除害施設
危険物の保管
業務用空調機

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災訓練
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

有効。実際に使用する投棄型消火器を利用し
ての消防訓練であったため有意義であった。

火災手順書/緊急時手順書

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 遵守

○

2017年12月から中間処理施設の本格稼働を開始したことから2018年度以降に施設稼働率が継続して増加し、加えて2022年度には
東大阪リサイクルセンターの稼働がスタートし、その環境負荷が増加しました。このような過渡的状況にあることから、電力、都市ガス
及び水については事業実績や施設増加のため、前年度目標値と実績値が乖離したため適正な目標値に再度更新する必要があると
考えています。一方で、自動車燃料、一般廃棄物及びリサイクル率では目標値達成で安定傾向となっています。エコアクション21認
証・登録後4年となり、社員全員の意識向上及び工夫により環境経営基盤が定着して来ています。電力、水及び都市ガスについては
次年度の目標値について適正な目標値を設定して再スタートするとともに環境活動をさらに周知徹底強化していきます。また、東大
阪食品リサイクルセンターは今後も稼働率が引き続き増加する可能性が考えられます。弊社では引き続き環境負荷低減に努めなが
ら廃棄物の適正処理と再資源化事業を通じて循環型社会形成や地球温暖化防止に向けてなお一層貢献していきます。

2023年3月1日

自動車NOx・PM法
大阪府条例（流入車規制）

道路運送車両法

適用される法規制

道路交通法

社員全員
講師：守口消防署職員立会

2022/11/25(金)　11:00～12:00 本社中間処理施設棟内

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

廃棄物処理法

騒音規制法

振動規制法

下水道法

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

○

○
○

○

○
○
○
○

食品資源リサイクル法 再生利用事業登録、再生利用業指定 ○
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